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愛
情
、
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
、
肌
で
感
じ
る
体
温
。

〝
温
も
り
〞
を
感
じ
る
瞬
間
は
、
誰
も
が
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
る
。

赤
十
字
活
動
の
源
と
も
い
う
べ
き
「
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
」
は
ま
さ
に
〝
温
も
り
〞
そ
の
も
の
。

今
回
の
特
集
で
は
、
赤
十
字
が
関
わ
る
「
医
療
」
の
現
場
か
ら
切
り
取
っ
た

３
つ
の
シ
ー
ン
で 

人
を
支
え
る
〝
温
も
り
〞
を
感
じ
る
場
面
を
お
届
け
し
た
い
。

辿
り
着
く
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
、
断
崖
絶
壁
に
囲
ま
れ
た

「
青
ヶ
島
」
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
や
島
民
の
健
康
を
支
え
て
い
る
医
療
事
情
。

新
し
い
命
が
日
々
誕
生
し
て
い
る
現
場
か
ら
は
、

日
常 

に
溶
け
込
ん
で
い
る
〝
温
も
り
〞
の
瞬
間
を
。

そ
し
て
、
入
院
患
者
さ
ん
の
「
食
」
を
支
え
る
現
場
か
ら
は
、

病
院
食
に
込
め
ら
れ
た
配
慮
や
作
り
手
の
熱
意
を
お
伝
え
す
る
。
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人
と
人
、

ぬ
く
も
り
の
話
。
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島を愛し、人を愛する、
温もりに満ちた暮らし。

青
ヶ
島
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？
「
東

京
都
な
ん
で
す
よ
」
と
言
う
と
、
み
な

驚
く
。
東
京
都
心
か
ら
南
へ
約
３
６
０

㎞
、
最
寄
り
の
八
丈
島
か
ら
の
交
通
手

段
は
船
か
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
み
。
天
候

次
第
で
船
は
欠
航
し
や
す
く
、
就
航
率

の
高
い
ヘ
リ
は
９
人
乗
り
。
ヘ
リ
は
、

予
約
受
付
開
始
後
、
す
ぐ
に
満
席
と
な

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。

東
京
都
で
あ
り
な
が
ら
「
絶
海
の
孤

島
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
の
も
う
な
ず
け

る
。
確
か
に
、
そ
う
簡
単
に
は
辿
り
着

け
な
い
の
だ
。

全
島
民
避
難
か
ら
の
帰
還
、

〝
還
住
〞
の
歴
史

島
は
断
崖
絶
壁
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

海
水
浴
を
楽
し
む
よ
う
な
砂
浜
は
、
残

念
な
が
ら
な
い
。
島
の
名
物
は
、
火
山

の
噴
気
孔
（
ひ
ん
ぎ
ゃ
）
だ
ろ
う
。
今

も
ひ
ん
ぎ
ゃ
か
ら
は
蒸
気
が
あ
が
り
、

そ
の
地
熱
を
利
用
し
た
サ
ウ
ナ
が
あ

る
。
特
産
品
は
ひ
ん
ぎ
ゃ
の
熱
で
乾
燥

さ
せ
た
塩
や
島
唐
辛
子
。
江
戸
時
代
、

噴
火
に
よ
り
全
島
民
が
八
丈
島
に
避

難
、
帰
島
ま
で
に
50
年
も
の
歳
月
が
か

か
っ
た
と
い
う
苦
難
の
歴
史
も
持
つ
。

１
９
８
３
年
に
発
表
さ
れ
た
小
説

『
黒
潮
物
語
』（
小
沢
さ
と
し
著
）に
よ
る

と
、
電
気
や
車
が
な
か
っ
た
頃
の
島
の

生
活
は
過
酷
だ
っ
た
。
水
を
汲
む
た
め

Aogashima
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特集 人と人、ぬくもりの話。温

4 9 人乗りのヘリコプター「東京愛ら
んどシャトル」。八丈島との間を１日
１往復している。連絡船より就航率が
高く、島の貴重な交通手段である
5 今でも、黒潮の荒波で船を係留して
おくことはできず、漁船はクレーンで
陸の上に揚げておかなければならない

（写真 3,5 ＝ © 青ヶ島村役場）

に
崖
の
よ
う
な
道
を
行
き
来
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
病
院
も
な
い
た
め
助
か
る

は
ず
の
命
を
失
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。

今
で
こ
そ
船
は
着
岸
で
き
る
が
、
戦

後
ま
も
な
い
時
期
は
艀は

し
け

（
波
止
場
と

船
を
結
ぶ
小
舟
）
で
渡
す
ほ
か
な
か
っ

た
。今
で
も
、黒
潮
の
荒
波
で
船
を
係
留

し
て
お
く
こ
と
は
で
き
ず
、
漁
船
は
ク

レ
ー
ン
で
陸
の
上
に
揚
げ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

過
酷
な
生
活
を
共
に
し
て
き
た
歴
史

ゆ
え
か
、
約
１
７
０
人
と
い
う
超
小
規

模
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
お
か
げ
か
、
島

の
人
た
ち
は
本
当
に
温
か
い
。
す
れ
違

う
人
に
挨
拶
す
る
の
は
当
た
り
前
だ

し
、
こ
ち
ら
が
名
乗
れ
ば
、
す
ぐ
に
打

ち
解
け
て
く
れ
る
。

取
材
に
同
行
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
言

葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
島
の
ど
こ
が

好
き
で
す
か
？
と
質
問
す
る
と
、
み
ん

な
、
す
ご
く
い
い
表
情
に
な
る
ん
で
す

よ
」。
生
意
気
盛
り
の
小
学
生
男
子
で

す
ら
、「
島
の
嫌
い
な
と
こ
ろ
っ
て
な

い
の
？
」
の
質
問
に
、「
ま
あ
、
コ
ン

ビ
ニ
は
な
い
け
ど
な
」
と
照
れ
笑
い
。

皆
、
本
当
に
島
を
愛
し
て
い
る
の
だ
。

コ
ン
ビ
ニ
も
映
画
館
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
も
、何
も
な
い
。
で
も
、青
ヶ

島
に
は
都
会
が
失
っ
て
し
ま
っ
た
「
人

の
温
も
り
」
と
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す

島
へ
の
愛
情
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
。

What’s  Aogashima

人　口： 110世 帯167人（2017
年5月1日現在）

面　積： 5.97k㎡
特産品： 青酎（焼酎）、ひんぎゃの

塩、ひんぎゃの島とうが
らし、島だれ など

1 青ヶ島の最高地点、標高 423m の大
凸部（おおとんぶ）から見た池之沢地
区。中央の小さな山は、1785 年の「天
明の大噴火」で形成された標高 223m
の内輪山・丸山で、青ヶ島は二重カル
デラが特徴

2 「ひんぎゃ」（地熱蒸気噴気孔）の熱を
利用した地熱釡。誰でも自由に使うこ
とができる。野菜や卵を入れると美味
しく蒸し上がる
3 名所の一つ、尾山展望公園。360℃ぐ
るりと一周、大海原を見ることができ
る。夜は美しい星空も楽しめる

1

2

35

4
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商
店
も
学
校
も
診
療
所
も
、

島
に
一
つ
だ
け
。

┃
┃
青
ヶ
島
の
暮
ら
し

日
本
で
最
も
人
口
の
少
な
い
村

青
ヶ
島
で
は
四
つ
の
苗
字
が
島
民
の

半
分
く
ら
い
を
占
め
、
名
前
を
聞
け
ば

島
の
出
身
者
か
ど
う
か
は
、
す
ぐ
わ
か

る
。
ち
な
み
に
、
島
の
住
所
は
す
べ
て

「
東
京
都
青
ヶ
島
村
無
番
地
」。
郵
便
物

は
名
前
を
頼
り
に
配
達
さ
れ
る
。
人
口

は
１
１
０
世
帯
１
６
７
人
（
２
０
１
７

年
５
月
１
日
現
在
）。日
本
で
最
も
人
口

の
少
な
い
自
治
体
だ
。

役
場
を
中
心
に
、
郵
便
局
、
駐
在
所
、

学
校
な
ど
の
施
設
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

島
唯
一
の
診
療
所
も
同
じ
エ
リ
ア
に
あ

る
（
島
の
医
療
に
つ
い
て
は
14
〜
15
ペ
ー
ジ
を

参
照
）。役
場
の
向
か
い
に
建
つ「
お
じ
ゃ

れ
セ
ン
タ
ー
」
の
１
階
が
診
療
所
、
２

階
が
高
齢
者
向
け
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
３
階
が
保
育
所
に
な
っ
て
い

る
。「
お
じ
ゃ
れ
」と
は
島
の
言
葉
で「
い

ら
っ
し
ゃ
い
」の
意
味
だ
。

地
熱
を
活
用
し
た
サ
ウ
ナ

商
店
は
一
つ
し
か
な
い
が
、
生
鮮
食

神奈川県出身。４年前、民間企業に勤
めていた夫が青ヶ島村役場に転職して、
I ターンしてきました。娘は今年、小
学１年生に。島での生活は、不便だと
思うこともあるけれど、いまはネット
通販もあるし、それほど困らないかな。
窓を開けると海が見えて、空や星がき
れいなのが何よりの魅力ですね。

中学卒業後、大工修行で八丈島に行って、
30 年ほど建築業をしていた。親が残してく
れた山や土地があったので戻って来たん
だ。10 年前から、「ふれあいサウナ」の管理
人をやっている。サウナできちんと温まる
と風邪なんてひかないよ！  俺は冬でも、靴
下も手袋もしたことがない。島の魅力は、
なんといっても人と人とのつながりだね。

島が大好き。自然がいっぱいあって面
白い。ダンスが好きで、将来の夢はダン
サー。三代目 J Soul Brothers の振り付け
をアレンジしたり、自分で振り付けるこ
とも。ダンス好きの島の人が教えてくれ
るけど、私の方が上手かな（笑）。私以外
のメンバーはみんな大人で、ダンスは夏
の牛祭りでも披露しているよ。

「ふれあいサウナ」管理人

江 彦
げ ん

一
い ち

さん

「ひんぎゃの塩」工場勤務

日髙 朋子さん

小学５年生

江 もみじさん
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1 社会福祉協議会主催のバザーが開かれていた「おじゃれセン
ター」の玄関。行事があると必ず村総出になるという／ 2 青ヶ
島小中学校の校庭。休み時間に遊ぶ子どもたち／ 3 釣りはこの
島の楽しみの一つ。「ここは太平洋に舟を浮かべているような
ものだからね。カンパチとか、何でも釣れるよ」（ 江彦一さん）
／ 4 土木関係の仕事に従事している島出身の奥山正さん。工事
が一段落した後、本土に遊びに行くのが楽しみ。「この島の魅力
は何もないところ。体が元気で酒が飲めれば幸せだよ」と笑う
／ 5 廣江竜一くん（右）と 江輝（ひかる）くん（左）。ともに中学２
年生。竜一くんは小さい頃、頭を打ってヘリで救急搬送された
経験がある。輝くんはサッカー選手になるのが夢／6 居酒屋「も
んじ」にて。カラオケ好きが毎晩集う、貴重な憩いの場
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特集 人と人、ぬくもりの話。温

品
や
菓
子
、
飲
料
、
日
用
雑
貨
な
ど
、

ひ
と
通
り
の
も
の
は
揃
っ
て
い
る
。
島

の
お
土
産
も
こ
こ
で
買
う
。

居
酒
屋
は
２
軒
。
そ
の
一
つ
で
あ

る
「
も
ん
じ
」
は
カ
ラ
オ
ケ
が
売
り
で
、

歌
の
好
き
な
島
民
た
ち
が
毎
晩
歌
い
明

か
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
島
の
娯
楽
施
設
と
呼
べ

る
の
は
、
カ
ル
デ
ラ
の
池
之
沢
地
区
に

あ
る
、
ひ
ん
ぎ
ゃ
の
地
熱
を
活
用
し
た

「
ふ
れ
あ
い
サ
ウ
ナ
」
く
ら
い
だ
ろ
う

か
。「
ひ
ん
ぎ
ゃ
の
塩
」「
ひ
ん
ぎ
ゃ
の

島
と
う
が
ら
し
」
な
ど
の
特
産
品
も
、

地
熱
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

今
年
の
小
・
中
学
生
は
17
人

学
校
は
、
青
ヶ
島
村
立
青
ヶ
島
小
中

学
校
の
み
。
今
年
度
の
児
童
・
生
徒
数

は
小
学
生
10
人
、
中
学
生
７
人
の
計
17

人
。
た
だ
し
、
１
学
年
に
１
人
ず
つ
担

任
が
つ
き
、
学
年
ご
と
の
授
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。
生
徒
数
が
少
な
く
て
も
、

充
実
し
た
授
業
内
容
だ
。

中
学
卒
業
後
は
高
校
進
学
の
た
め
に

全
員
が
島
を
離
れ
て
し
ま
う
。
本
土
に

い
る
親
戚
や
兄
弟
を
頼
っ
て
進
学
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
７
歳
年
上
の
兄
が
本

土
で
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
中
学
２
年

生
の
男
子
生
徒
は
、「
卒
業
後
は
兄
を

頼
っ
て
島
を
出
て
、
兄
が
通
っ
た
高
校

に
通
い
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

千葉県出身。父がたまたま求人を見つけ
て島に来ました。「青ヶ島」という地名な
だけで、本当に島だとは思っていなかっ
たの！（笑）。島で夫に出会い、いまは子
どもが 2 人。子育ての環境としてはいい
ですね。大人が子どもたちに声をかけて
くれるし、何があってもすぐに駆けつけ
られる。自然もいっぱいだしね。

赴任３年目。島に来てから釣りを始め
ました。もちろん島民の方が先生です。
土地を貸してくれる人もいて、家庭菜
園にも挑戦しています。島にすっかり
馴染んでしまい、この先、都会に戻れる
か不安です（笑）。子どもたちは宝。島
の子どもたちには、故郷を大事にして
ほしいと願っています。

青ヶ島村立青ヶ島中学校 副校長

川島 隆さん

青ヶ島村役場勤務

保育士 江 弘美さん

島の名物である星空とカルデラの噴気孔
が海外でも話題になっていて、外国人観
光客もよく来てくれるんですよ。島には
ここ数年、30 代の若い世代が帰って来て
います。島に赴任して来る人たちも、す
ぐに島民と親しくなれるから島を気に
入ってくれる人が多いですね。ここには、
都会にないものがあるのでしょうね。

青ヶ島村 村長

菊池 利光さん
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商
店
も
学
校
も
診
療
所
も
、

島
に
一
つ
だ
け
。

┃
┃
青
ヶ
島
の
暮
ら
し

日
本
で
最
も
人
口
の
少
な
い
村

青
ヶ
島
で
は
四
つ
の
苗
字
が
島
民
の

半
分
く
ら
い
を
占
め
、
名
前
を
聞
け
ば

島
の
出
身
者
か
ど
う
か
は
、
す
ぐ
わ
か

る
。
ち
な
み
に
、
島
の
住
所
は
す
べ
て

「
東
京
都
青
ヶ
島
村
無
番
地
」。
郵
便
物

は
名
前
を
頼
り
に
配
達
さ
れ
る
。
人
口

は
１
１
０
世
帯
１
６
７
人
（
２
０
１
７

年
５
月
１
日
現
在
）。日
本
で
最
も
人
口

の
少
な
い
自
治
体
だ
。

役
場
を
中
心
に
、
郵
便
局
、
駐
在
所
、

学
校
な
ど
の
施
設
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

島
唯
一
の
診
療
所
も
同
じ
エ
リ
ア
に
あ

る
（
島
の
医
療
に
つ
い
て
は
14
〜
15
ペ
ー
ジ
を

参
照
）。役
場
の
向
か
い
に
建
つ「
お
じ
ゃ

れ
セ
ン
タ
ー
」
の
１
階
が
診
療
所
、
２

階
が
高
齢
者
向
け
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
３
階
が
保
育
所
に
な
っ
て
い

る
。「
お
じ
ゃ
れ
」と
は
島
の
言
葉
で「
い

ら
っ
し
ゃ
い
」の
意
味
だ
。

地
熱
を
活
用
し
た
サ
ウ
ナ

商
店
は
一
つ
し
か
な
い
が
、
生
鮮
食

神奈川県出身。４年前、民間企業に勤
めていた夫が青ヶ島村役場に転職して、
I ターンしてきました。娘は今年、小
学１年生に。島での生活は、不便だと
思うこともあるけれど、いまはネット
通販もあるし、それほど困らないかな。
窓を開けると海が見えて、空や星がき
れいなのが何よりの魅力ですね。

中学卒業後、大工修行で八丈島に行って、
30 年ほど建築業をしていた。親が残してく
れた山や土地があったので戻って来たん
だ。10 年前から、「ふれあいサウナ」の管理
人をやっている。サウナできちんと温まる
と風邪なんてひかないよ！  俺は冬でも、靴
下も手袋もしたことがない。島の魅力は、
なんといっても人と人とのつながりだね。

島が大好き。自然がいっぱいあって面
白い。ダンスが好きで、将来の夢はダン
サー。三代目 J Soul Brothers の振り付け
をアレンジしたり、自分で振り付けるこ
とも。ダンス好きの島の人が教えてくれ
るけど、私の方が上手かな（笑）。私以外
のメンバーはみんな大人で、ダンスは夏
の牛祭りでも披露しているよ。

「ふれあいサウナ」管理人

江 彦
げ ん

一
い ち

さん

「ひんぎゃの塩」工場勤務

日髙 朋子さん

小学５年生

江 もみじさん
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ぎ
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塩
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が
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」
な
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の
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も
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地
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を
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つ
く
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い
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・
中
学
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は
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人

学
校
は
、
青
ヶ
島
村
立
青
ヶ
島
小
中

学
校
の
み
。
今
年
度
の
児
童
・
生
徒
数

は
小
学
生
10
人
、
中
学
生
７
人
の
計
17

人
。
た
だ
し
、
１
学
年
に
１
人
ず
つ
担

任
が
つ
き
、
学
年
ご
と
の
授
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。
生
徒
数
が
少
な
く
て
も
、

充
実
し
た
授
業
内
容
だ
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中
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卒
業
後
は
高
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進
学
の
た
め
に

全
員
が
島
を
離
れ
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し
ま
う
。
本
土
に

い
る
親
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や
兄
弟
を
頼
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て
進
学
す
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ケ
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が
多
い
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７
歳
年
上
の
兄
が
本

土
で
暮
ら
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る
と
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う
中
学
２
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生
の
男
子
生
徒
は
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卒
業
後
は
兄
を

頼
っ
て
島
を
出
て
、
兄
が
通
っ
た
高
校

に
通
い
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

千葉県出身。父がたまたま求人を見つけ
て島に来ました。「青ヶ島」という地名な
だけで、本当に島だとは思っていなかっ
たの！（笑）。島で夫に出会い、いまは子
どもが 2 人。子育ての環境としてはいい
ですね。大人が子どもたちに声をかけて
くれるし、何があってもすぐに駆けつけ
られる。自然もいっぱいだしね。

赴任３年目。島に来てから釣りを始め
ました。もちろん島民の方が先生です。
土地を貸してくれる人もいて、家庭菜
園にも挑戦しています。島にすっかり
馴染んでしまい、この先、都会に戻れる
か不安です（笑）。子どもたちは宝。島
の子どもたちには、故郷を大事にして
ほしいと願っています。

青ヶ島村立青ヶ島中学校 副校長

川島 隆さん

青ヶ島村役場勤務

保育士 江 弘美さん

島の名物である星空とカルデラの噴気孔
が海外でも話題になっていて、外国人観
光客もよく来てくれるんですよ。島には
ここ数年、30 代の若い世代が帰って来て
います。島に赴任して来る人たちも、す
ぐに島民と親しくなれるから島を気に
入ってくれる人が多いですね。ここには、
都会にないものがあるのでしょうね。

青ヶ島村 村長

菊池 利光さん
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1  「はい、後ろにぎゅーっと
そらしてみて」。宍倉医師

（整形外科）による小学生の
健診風景
2 レントゲンの機材チェック
も、大塚技師の大事な仕事
3 宍倉医師（左）は今回が巡
回診療初参加。放射線技師
の大塚技師（右）は他の島の
医療支援にも参加したこと
のあるベテラン
4 診療所には、基本的な検
査や診察ができるよう機材
が揃っている。もちろん視
力検査表も

1

234
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年
に
１
度
、

専
門
医
が
や
っ
て
来
る

「
は
い
、
立
っ
て
片
足
立
ち
し
て
み
て

ね
。じ
ゃ
あ
次
に
、ぎ
ゅ
ー
っ
て
し
ゃ
が

み
込
め
る
か
な
？
」
│
│
大
森
赤
十
字

病
院
の
整
形
外
科
・
宍
倉
亘わ

た
る

医
師
が
、

健
診
に
来
た
子
ど
も
に
指
示
す
る
。「
う

ん
、
大
丈
夫
そ
う
だ
ね
。
お
し
ま
い
で

す
」。こ

の
日
は
、
年
に
１
度
の
専
門
診
療

の
日
。
今
年
は
整
形
外
科
が
２
日
、
眼

科
が
３
日
、
耳
鼻
咽
喉
科
が
１
日
と
い

う
診
療
日
程
で
医
師
た
ち
が
島
に
や
っ

て
来
た
（
眼
科
は
悪
天
候
に
よ
る
飛
行

機
の
欠
航
で
２
日
に
短
縮
）。プ
ー
ル
の

シ
ー
ズ
ン
を
控
え
た
子
ど
も
た
ち
の
健

診
の
ほ
か
、
診
療
所
の
松
平
慶
医
師
に

専
門
医
の
診
察
を
勧
め
ら
れ
た
患
者
さ

ん
な
ど
が
受
診
に
来
る
。

足
の
痛
み
が
あ
り
、
診
察
を
受
け
た

奥
山
タ
カ
子
さ
ん
は
、「
出
張
し
て
診
療

に
来
て
く
れ
て
、
こ
ん
な
に
あ
り
が
た

い
こ
と
は
な
い
ね
。
眼
科
に
も
耳
鼻
咽

青
ヶ
島
村
の
中
心
に
あ
る
「
お
じ
ゃ
れ
セ
ン
タ
ー
」。

そ
こ
に
、
村
唯
一
の
診
療
所
が
あ
る
。
医
師
と
看
護
師
が

１
人
ず
つ
常
駐
し
て
い
る
が
、
専
門
的
な
医
療
に
は
限
界

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
京
都
で
は
専
門
診
療
を
行
っ
て
い

る
。
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
も
こ
の
事
業
に
協
力
し
、

毎
年
青
ヶ
島
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
い
る
。

村
唯
一
の
診
療
所
と
、

そ
れ
を
支
え
る
東
京
都
の
専
門
診
療
。
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8 風邪薬や痛み止め、湿布、
歯科の薬などは診療所で出
せるが、高血圧や糖尿病など
の薬は種類が多いため島外
の薬局で調剤して郵送して
もらうこともある
9 レントゲン室。今回の巡回
診療では、脊柱側彎症（せきちゅ

うそくわんしょう）の疑いや、足腰
の痛みで受診した島民のレ
ントゲンを大塚技師が撮影

5

7

6

89
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特集 人と人、ぬくもりの話。温

喉
科
に
も
全
部
か
か
る
つ
も
り
だ
よ
」

と
話
す
。

整
形
外
科
は
今
回
、
宍
倉
医
師
と
放

射
線
技
師
の
大
塚
雅
俊
さ
ん
の
２
人
が

派
遣
さ
れ
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
は
ふ

だ
ん
松
平
医
師
が
行
う
が
、
医
療
設
備

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
機
器
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
、
専
門
医
や
技
師
が
来
た
際

た
が
、
１
９
７
２
年
以
降
、
自
治
医
科

大
学
で
養
成
し
た
医
師
を
へ
き
地
に
派

遣
す
る
仕
組
み
が
で
き
、
青
ヶ
島
に
も

１
９
９
０
年
代
後
半
以
降
派
遣
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
松
平
医
師
も
自
治
医

大
を
卒
業
後
、
離
島
や
山
間
部
で
の
医

療
に
携
わ
り
、
今
年
４
月
に
青
ヶ
島
に

赴
任
し
て
来
た
。

5 処置室。重篤な症状の場
合でも、救急搬送するまで
に必要な処置ができるだけ
の設備が整備されている
6 採血した血液を測定する
機械。このほか、血圧計や
心電図、ポータブル人工呼
吸器、除細動器なども。診
療所の医師は、これらすべ
てを使いこなす必要がある

7 診療所のスタッフ。左から 2 人目が松平医師。看護師（右 2 人）は業務の引き継ぎ中。通常は 1 人だ。左端は役
場から派遣されている事務スタッフ

に
相
談
す
る
事
柄
は
多
い
と
い
う
。
大

塚
技
師
も
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
術
も
ど
ん

ど
ん
変
わ
る
し
、
最
新
知
識
を
伝
え
る

の
も
重
要
な
仕
事
」と
語
る
。

青
ヶ
島
の
医
療
事
情

医
師
の
確
保
は
、
島
の
長
年
の
悲
願

だ
っ
た
。
確
保
が
困
難
な
時
期
が
続
い

１
日
の
受
診
は
３
〜
５
人
程
度
だ

が
、
緊
急
時
に
は
救
急
ヘ
リ
の
手
配
な

ど
迅
速
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
青
ヶ

島
で
年
に
３
件
ほ
ど
、
伊
豆
諸
島
全
体

で
は
年
間
２
０
０
か
ら
３
０
０
件
、
救

急
ヘ
リ
が
出
動
し
て
い
る
と
い
う
。

青
ヶ
島
は
高
齢
化
率
が
低
い
。
そ
れ

は
、
元
気
な
人
し
か
暮
ら
せ
な
い
こ
と

の
裏
返
し
だ
。
例
え
ば
人
工
透
析
を
受

け
る
た
め
に
は
八
丈
島
ま
で
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
島
か
ら
出
て
行
か
ざ
る

を
え
な
い
の
だ
。「
都
会
と
同
じ
よ
う

な
医
療
を
提
供
し
た
い
と
は
思
う
が
、

医
療
資
源
に
限
り
が
あ
る
」
と
松
平
医

師
。
一
方
で
、「
急
患
は
少
な
い
の
で
、

ふ
だ
ん
は
予
防
と
検
診
に
力
を
入
れ
ら

れ
る
良
さ
も
あ
る
」
と
も
。
診
療
所
に

医
師
が
１
人
と
い
う
体
制
は
不
十
分
か

も
し
れ
な
い
が
、
長
年
の
努
力
に
よ
っ

て
医
師
が
常
駐
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
今
回
、
初

め
て
離
島
の
医
療
支
援
に
参
加
し
た
大

森
赤
十
字
病
院
の
宍
倉
医
師
は
、「
私

た
ち
の
巡
回
診
療
が
、
松
平
医
師
な
ど

島
の
医
療
を
支
え
る
医
師
の
一
助
に
な

れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
す
。

島
民
の
命
を
支
え
る
に
は
、
多
く
の

人
々
の
支
え
合
い
が
必
要
だ
。
だ
か
ら

こ
そ
、
島
の
住
民
や
こ
の
島
に
関
わ
る

人
た
ち
は
、
み
ん
な
温
か
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
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1  「はい、後ろにぎゅーっと
そらしてみて」。宍倉医師

（整形外科）による小学生の
健診風景
2 レントゲンの機材チェック
も、大塚技師の大事な仕事
3 宍倉医師（左）は今回が巡
回診療初参加。放射線技師
の大塚技師（右）は他の島の
医療支援にも参加したこと
のあるベテラン
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年
に
１
度
、

専
門
医
が
や
っ
て
来
る

「
は
い
、
立
っ
て
片
足
立
ち
し
て
み
て

ね
。じ
ゃ
あ
次
に
、ぎ
ゅ
ー
っ
て
し
ゃ
が

み
込
め
る
か
な
？
」
│
│
大
森
赤
十
字

病
院
の
整
形
外
科
・
宍
倉
亘わ

た
る

医
師
が
、

健
診
に
来
た
子
ど
も
に
指
示
す
る
。「
う

ん
、
大
丈
夫
そ
う
だ
ね
。
お
し
ま
い
で

す
」。こ

の
日
は
、
年
に
１
度
の
専
門
診
療

の
日
。
今
年
は
整
形
外
科
が
２
日
、
眼

科
が
３
日
、
耳
鼻
咽
喉
科
が
１
日
と
い

う
診
療
日
程
で
医
師
た
ち
が
島
に
や
っ

て
来
た
（
眼
科
は
悪
天
候
に
よ
る
飛
行

機
の
欠
航
で
２
日
に
短
縮
）。プ
ー
ル
の

シ
ー
ズ
ン
を
控
え
た
子
ど
も
た
ち
の
健

診
の
ほ
か
、
診
療
所
の
松
平
慶
医
師
に

専
門
医
の
診
察
を
勧
め
ら
れ
た
患
者
さ

ん
な
ど
が
受
診
に
来
る
。

足
の
痛
み
が
あ
り
、
診
察
を
受
け
た

奥
山
タ
カ
子
さ
ん
は
、「
出
張
し
て
診
療

に
来
て
く
れ
て
、
こ
ん
な
に
あ
り
が
た

い
こ
と
は
な
い
ね
。
眼
科
に
も
耳
鼻
咽

青
ヶ
島
村
の
中
心
に
あ
る
「
お
じ
ゃ
れ
セ
ン
タ
ー
」。

そ
こ
に
、
村
唯
一
の
診
療
所
が
あ
る
。
医
師
と
看
護
師
が

１
人
ず
つ
常
駐
し
て
い
る
が
、
専
門
的
な
医
療
に
は
限
界

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
京
都
で
は
専
門
診
療
を
行
っ
て
い

る
。
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
も
こ
の
事
業
に
協
力
し
、

毎
年
青
ヶ
島
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
い
る
。

村
唯
一
の
診
療
所
と
、

そ
れ
を
支
え
る
東
京
都
の
専
門
診
療
。
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命
が
誕
生
す
る
場
所
は
、

温
も
り
に
満
ち
て
い
る
。

人
が
人
を
思
い
、
支
え
る
気
持
ち
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

日
常
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
何
気
な
い
瞬
間
に
自
然
と
〝
温
も
り
〞
が
表
れ
る
。

多
く
を
語
ら
ず
と
も
、
誰
も
が
や
さ
し
い
気
持
ち
を
引
き
出
さ
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
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入
院
中
の
食
事
は
治
療
の
一
環
。
と

り
わ
け
が
ん
患
者
の
場
合
、
食
事
が
で

き
ず
体
力
が
低
下
す
る
と
、
抗
が
ん
剤

治
療
が
で
き
な
く
な
る
た
め
死
活
問
題

で
す
。
食
欲
の
な
い
患
者
さ
ん
も
食
べ

ら
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
の
が
、
栄
養
課

職
員
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
。

が
ん
患
者
向
け
の

「
個
別
対
応
食
」

「
が
ん
患
者
さ
ん
に
は
個
別
対
応
の

食
種
を
数
種
類
用
意
し
て
い
ま
す
」
と

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
武
蔵
野
赤

十
字
病
院
の
管
理
栄
養
士
、
佐
々
木
佳

奈
恵
係
長
。
化
学
・
放
射
線
治
療
を
し

て
い
る
患
者
さ
ん
は
味
覚
障
害
が
出
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
味
の
は
っ
き
り
し

た
「
ひ
ま
わ
り
食
」
を
。
食
欲
の
な
い

患
者
さ
ん
向
け
に
は
食
事
量
を
少
な
く

し
た
「
た
ん
ぽ
ぽ
食
」、
逆
に
栄
養
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
患
者
さ
ん
に

は
、
栄
養
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
十
分
と

れ
る
「
さ
く
ら
食
」
を
出
し
て
い
ま
す
。

年
齢
に
よ
っ
て
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
量

も
違
え
ば
、
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
も
。

献
立
が
同
じ
で
も
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ

と
り
に
違
う
食
事
を
用
意
し
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
こ
こ
に
入
院
し
て
良
か
っ
た
」

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

少
し
で
も
季
節
感
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
月
に
１
回
は
行
事
食
。
５

月
は
「
子
ど
も
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、

こ
い
の
ぼ
り
の
箸
置
き
を
栄
養
課
ス

タ
ッ
フ
た
ち
が
一
つ
ず
つ
折
り
ま
し

た
。
行
事
食
は
患
者
さ
ん
か
ら
も
好
評

で
、「
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が
半
分
以

上
返
っ
て
き
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
感

謝
の
言
葉
な
ん
で
す
よ
」
と
佐
々
木
係

長
。「

食
事
づ
く
り
は
き
つ
い
仕
事
の
た

め
、
常
に
人
手
不
足
で
あ
る
な
ど
苦
労

も
多
い
で
す
が
、患
者
さ
ん
か
ら
の
〝
あ

り
が
と
う
〞
で
す
べ
て
が
救
わ
れ
ま
す
」

と
原
純
也
課
長
は
語
り
ま
す
。

あ
る
腎
臓
病
の
患
者
さ
ん
。「
ま
ず

い
か
ら
」
と
病
院
食
に
手
を
つ
け
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
丁
寧
に
食
事
の
必
要
性

な
ど
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
食
べ
て
く

れ
る
よ
う
に
。「
こ
う
い
う
時
に
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
ね
」。

「
入
院
し
た
の
が
こ
の
病
院
で
良

か
っ
た
」
│
│
そ
う
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
栄
養
課
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
奮
闘

は
続
き
ま
す
。

患
者
さ
ん
の〝
あ
り
が
と
う
〞に

支
え
ら
れ
て
。
│
│
「
病
院
食
」
に
込
め
ら
れ
た
思
い

入
院
中
の
患
者
さ
ん
の
生
活
を
支
え
る
「
病
院
食
」。〝
美
味
し
く

な
い
〞〝
画
一
的
〞
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
ま
や
病
院
食
は
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と

り
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
。
少
し
で
も
快
適
に
入
院
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
よ
り
美
味
し
い
食
事
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。武蔵野赤十字病院栄養課の佐々木佳奈恵係長（左）と原純也課長（右）。2人とも管理栄養士で、

がん専門管理栄養士など多くの資格を持つ
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えびシューマイ、杏仁豆腐。塩分は控えめで優しい味わ
い。食欲不振の方に食べやすいものを提供するため、こ
の日はサンドイッチ（左）も準備
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入
院
中
の
食
事
は
治
療
の
一
環
。
と
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ん
患
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場
合
、
食
事
が
で

き
ず
体
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す
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と
、
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治
療
が
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な
く
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た
め
死
活
問
題

で
す
。
食
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の
な
い
患
者
さ
ん
も
食
べ

ら
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
の
が
、
栄
養
課

職
員
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
。

が
ん
患
者
向
け
の

「
個
別
対
応
食
」

「
が
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患
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ん
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は
個
別
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応
の

食
種
を
数
種
類
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し
て
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ま
す
」
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教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
武
蔵
野
赤

十
字
病
院
の
管
理
栄
養
士
、
佐
々
木
佳

奈
恵
係
長
。
化
学
・
放
射
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治
療
を
し

て
い
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患
者
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覚
障
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出
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め
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し
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わ
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栄
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ル
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と

れ
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さ
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食
」
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ま
す
。
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。
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午
前
８
時
過
ぎ
。
昼
食
の
準
備
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
の
日
の
メ
イ
ン
は
回ホ

イ

鍋コ
ー

肉ロ
ー

。

ひ
た
す
ら
野
菜
を
切
る
人
、
大
鍋
に
材
料

を
投
入
し
て
大
き
な
ヘ
ラ
で
か
き
混
ぜ
る

人
、
小
鉢
の
盛
り
付
け
を
黙
々
と
こ
な
す

人
│
│
。
皆
、
無
駄
の
な
い
キ
ビ
キ
ビ
と

し
た
動
き
。

別
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
般
家
庭
の
台

所
の
よ
う
な
キ
ッ
チ
ン
で
、
そ
ば
を
ゆ
で

た
り
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
つ
く
っ
た
り
。
個

別
対
応
の
必
要
な
患
者
さ
ん
向
け
の
食
事

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

１
回
に
約
４
０
０
食

武
蔵
野
赤
十
字
病
院
は
ベ
ッ
ド
数

６
１
１
。
食
事
の
と
れ
な
い
患
者
さ
ん
な

ど
を
除
き
、
１
回
に
約
４
０
０
食
を
提
供

し
て
い
ま
す
。一
般
食
は
約
半
分
。残
り
は

治
療
食
な
ど
の
特
別
食
だ
そ
う
で
す
。

「
特
別
食
の
お
に
ぎ
り
な
ど
は
、
い
か
に

味
が
か
ぶ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
か
が
大
変

で
す
ね
」と
話
す
の
は
現
場
管
理
責
任
者
の

北
嶋
洋
子
さ
ん
。
特
別
食
を
つ
く
る
コ
ー

ナ
ー
に
は
、「
個
別
対
応
食
の
薬
味
サ
イ
ク

ル
」、
お
に
ぎ
り
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
具
の

種
類
が
、
表
に
な
っ
て
貼
り
出
さ
れ
て
い
ま

す
。サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ら
月
曜
日
は
ハ
ム
と

ツ
ナ
、火
曜
日
は
卵
、と
い
っ
た
具
合
で
す
。

患
者
さ
ん
ご
と
に
違
う
食
事

食
事
が
器
に
盛
ら
れ
る
と
、
特
別
食
に

作
り
手
の
熱
意
が
実
現
す
る
、

効
率
と
配
慮
の
共
存
。│
│
病
院
食
の
舞
台
裏

1 約200食の回鍋肉を大鍋でつくる
2 現場スタッフたちは皆若いが、慣れた手
つき
3 アレルギー対応食。食器のフタに一つず
つ札を貼っていく

1

2 3
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特集 人と人、ぬくもりの話。温

は
フ
タ
に
１
枚
１
枚
、
札
が
貼
ら
れ
ま
す
。

「
き
ざ
み
ハ
ー
フ
」「
エ
ネ
コ
ン 

き
ざ
み
Ｓ
」

「
Ｅ
２
Ｃ
」
│
│
素
人
に
は
ま
っ
た
く
意
味

が
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
種
類
の
多
さ
に
は

納
得
。

10
時
15
分
、
配
膳
車
へ
の
積
み
込
み
開

始
。
ト
レ
ー
に
患
者
さ
ん
の
名
前
と
食
事

内
容
が
書
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
を
乗
せ
、「
糖

質
制
限
食
、
ご
は
ん
1
0
0
！
」
な
ど
と

先
頭
の
係
が
叫
ぶ
と
、ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー

で
運
ば
れ
て
い
く
ト
レ
ー
に
、
指
示
内
容

に
沿
っ
た
ご
飯
や
お
か
ず
が
乗
せ
ら
れ
て

い
き
ま
す
。
間
違
い
が
な
い
か
確
認
後
、

配
膳
車
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。

北
嶋
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
個
別
対
応
食
や

嚥え
ん

下げ

食
な
ど
、
武
蔵
野
日
赤
は
他
の
病
院

と
比
べ
て
も
き
め
細
か
い
対
応
な
の
だ
と

か
。
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
苦
労
が
し
の
ば
れ

ま
す
が
、「
患
者
さ
ん
に
間
違
い
な
く
食
事

を
届
け
た
い
」
と
い
う
熱
意
と
緊
張
感
み

な
ぎ
る
現
場
で
し
た
。

株式会社LEOC 北嶋 洋子さん

現場管理責任者として、武蔵野日赤の
食事を管理。「栄養士 17 年目。新人教育
は大変ですが、やりがいを感じますね」。
モットーは “明るく、楽しく、元気よく ”

4 配膳車へのセッティングを待つ食事たち。
昼食を心待ちにしている患者さんのもとへ
5 美味しく見えるよう工夫しながら小鉢の
盛り付け

6 配膳車に積み込んでからも、間違いがない
か再度確認
7 患者さん一人ひとりに正しい食事が行き
渡るためには、膨大な事務作業もこなさな
ければならない

5

6

4 7

Pick Up
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5 美味しく見えるよう工夫しながら小鉢の
盛り付け

6 配膳車に積み込んでからも、間違いがない
か再度確認
7 患者さん一人ひとりに正しい食事が行き
渡るためには、膨大な事務作業もこなさな
ければならない

5

6

4 7

Pick Up
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左から、広報課・西森基文主務、社会交流課・
八本俊之課長、広報課・平島進史課長

害
発
生
時
に
は
、
真
如
苑
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
Ｓ
ｅ
Ｒ
Ｖ
（Shinnyo-en 

Relief Volunteers

：
サ
ー
ブ
）
を

組
織
し
て
、
信
徒
と
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
災
害
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。東
日
本
大
震
災
の
時
も
、日
赤

さ
ん
と
協
力
し
て
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
日
本
赤
十
字
社
東
京
都

支
部
立
川
災
害
救
護
倉
庫
で
、
毛
布

や
洗
面
用
具
な
ど
救
援
物
資
の
積
み

込
み
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

他
に
も
、
財
団
を
設
立
し
て
教
育

支
援
や
高
齢
者
福
祉
な
ど
の
分
野
で

も
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
広
範
囲
で

専
門
的
、
よ
り
き
め
細
や
か
で
行
き

届
い
た
支
援
は
、
私
た
ち
だ
け
で
で

き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
赤

さ
ん
や
他
団
体
と
の
連
携
や
協
力
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
赤
さ
ん
と

は
開
祖
の
時
代
か
ら
長
年
、
献
血
や

災
害
時
の
支
援
活
動
な
ど
で
協
力
関

係
に
あ
り
、
信
徒
の
真
心
こ
も
る
浄

財
を
細
や
か
に
生
か
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

日
赤
さ
ん
と
真
如
苑
は
根
本
理
念

で
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
後
も
良
い
関
係
を
築
き

つ
つ
、
社
会
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
世
の
た
め
、
人
の
た
め
」

〝
畑
〞
は
違
え
ど
も
志
は
同
じ
で
す

　

 

真
如
苑
（
立
川
市
）

赤十字
Supporters

私
た
ち
真
如
苑
と
日
赤
さ
ん

と
の
関
係
は
、
昭
和
28
年
７

月
の
北
九
州
水
害
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
信
徒
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
衣
料
品

な
ど
を
、
日
赤
さ
ん
の
ト
ラ
ッ
ク
が

真
澄
寺
（
本
山
寺
院
）
ま
で
受
け
取

り
に
来
て
く
だ
さ
り
、
被
災
地
へ
届

け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で

す
。以
来
、長
年
に
わ
た
っ
て
日
赤
さ

ん
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

真
如
苑
に
は
立
教
時
か
ら
「
世
の

た
め
、人
の
た
め
」と
い
う
基
本
的
な

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
の
方
々

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
行
い
（
利
他
行
）

こ
そ
自
分
の
心
を
磨
く
た
め
の
実
践

と
考
え
る
の
で
す
が
、
奉
仕
活
動
は

そ
の
一
つ
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
に

と
っ
て
支
援
活
動
は
、
皆
さ
ま
の
お

役
に
立
つ
た
め
の
社
会
奉
仕
で
あ
る

と
と
も
に
、
修
行
と
し
て
真
心
を
込

め
て
行
う
も
の
な
の
で
す
。

例
え
ば
、
昭
和
46
年
か
ら
続
け
ら

れ
て
い
る
早
朝
奉
仕
（
清
掃
活
動
）。

立
川
駅
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
全

国
約
４
８
５
０
か
所
の
公
共
の
場

所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災

寄贈いただいた献血車で行われた献血。真如

苑にて（写真提供：真如苑）寄贈いただいた献血車で行われた献血。真如

昭和 28 年７月の北九州水害の際、日赤東京都
支部を通じて支援物資を送る真如苑・伊藤真乗
開祖（写真提供：真如苑）
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近
年
、
腹
部
手
術
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
低て

い

侵し
ん

襲し
ゅ
う

」（
身
体
の
ダ
メ
ー
ジ
を
よ

り
少
な
く
す
る
治
療
）
で
す
。
高
齢
の

患
者
さ
ん
が
増
加
す
る
中
、
な
る
べ
く

負
担
を
か
け
ず
に
治
療
を
行
う
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
が

腹
腔
鏡
手
術
で
す
。
手
術
内
容
は
お
腹

を
大
き
く
切
る
開
腹
手
術
と
同
じ
な
の

に
、
小
さ
な
傷
だ
け
で
済
む
手
術
で
す
。

傷
の
痛
み
が
少
な
い
た
め
、
手
術
後

早
く
か
ら
動
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高

齢
の
患
者
さ
ん
は
１
日
寝
た
き
り
に
な

る
と
、
元
に
戻
る
の
に
３
日
か
か
る
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
手
術
の
翌
日
か

ら
歩
く
こ
と
も
で
き
る
腹
腔
鏡
手
術
は

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

技
術
的
に
は
難
し
い
手
術

一
方
、
医
療
者
側
か
ら
す
る
と
難
し

い
手
術
で
す
。
開
腹
し
て
直
接
触
る
の

で
は
な
く
、
腹
腔
鏡
を
使
っ
て
モ
ニ

タ
ー
に
患
部
を
映
し
出
し
、
そ
れ
を
見

な
が
ら
手
術
を
す
る
た
め
で
す
。
技
術

が
伴
わ
な
い
手
術
チ
ー
ム
が
腹
腔
鏡
手

術
を
行
う
と
、
か
え
っ
て
患
者
さ
ん
に

ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

当
院
で
は
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
腎

が
ん
・
副
腎
が
ん
・
尿
管
が
ん
・
子
宮

体
が
ん
な
ど
で
腹
腔
鏡
手
術
を
取
り
入

れ
、そ
の
比
率
が
増
加
し
て
い
ま
す
。例

え
ば
、
大
腸
が
ん
の
約
半
分
が
腹
腔
鏡

手
術
で
す
。虫
垂
炎
・
胆
石
症
・
鼠そ

径け
い

ヘ

ル
ニ
ア
・
良
性
副
腎
腫
瘍
・
子
宮
筋
腫
・

良
性
卵
巣
腫
瘍
な
ど
に
お
い
て
も
積
極

的
に
腹
腔
鏡
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
医
や
若
手
医
師
を
指
導

患
者
さ
ん
に
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
い
腹

腔
鏡
手
術
を
安
全
に
提
供
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
、
腹
腔
鏡
手
術
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
設
置
の
目
的
で
す
。

具
体
的
に
は
、
腹
腔
鏡
に
習
熟
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
（
外

科
医
、
婦
人
科
医
、
泌
尿
器
科
医
で
構

成
。
筆
者
も
一
員
で
す
）
が
院
内
の
研

修
医
や
若
手
医
師
に
定
期
的
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ボ
ッ
ク
ス
を
用
い
た
技
術
指
導

を
行
い
ま
す
。

実
際
の
腹
腔
鏡
手
術
で
も
、
定
型
化

を
推
進
す
る
こ
と
で
安
全
で
的
確
な
手

術
を
実
践
・
指
導
し
ま
す
。
質
の
高
い

手
術
を
安
心
し
て
受
け
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
当
院
で
は
今
後
も
努
力
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、CCU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

安
全
で
質
の
高
い
手
術
を
腹
腔
鏡
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
開
設

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

武蔵野赤十字病院では今年、新たに腹
ふく

腔
くう

鏡
きょう

手術トレーニングセンターを設置
しました。名前の通り、腹腔鏡手術のレベルを底上げする役割を担います。

外科医

加藤 俊介
Shunsuke Katoh

手術はモニターに患部を映し出して行うトレーニングセンターにおける技術指導
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左から、広報課・西森基文主務、社会交流課・
八本俊之課長、広報課・平島進史課長

害
発
生
時
に
は
、
真
如
苑
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
Ｓ
ｅ
Ｒ
Ｖ
（Shinnyo-en 

Relief Volunteers

：
サ
ー
ブ
）
を

組
織
し
て
、
信
徒
と
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
災
害
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。東
日
本
大
震
災
の
時
も
、日
赤

さ
ん
と
協
力
し
て
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
日
本
赤
十
字
社
東
京
都

支
部
立
川
災
害
救
護
倉
庫
で
、
毛
布

や
洗
面
用
具
な
ど
救
援
物
資
の
積
み

込
み
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

他
に
も
、
財
団
を
設
立
し
て
教
育

支
援
や
高
齢
者
福
祉
な
ど
の
分
野
で

も
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
広
範
囲
で

専
門
的
、
よ
り
き
め
細
や
か
で
行
き

届
い
た
支
援
は
、
私
た
ち
だ
け
で
で

き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
赤

さ
ん
や
他
団
体
と
の
連
携
や
協
力
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
赤
さ
ん
と

は
開
祖
の
時
代
か
ら
長
年
、
献
血
や

災
害
時
の
支
援
活
動
な
ど
で
協
力
関

係
に
あ
り
、
信
徒
の
真
心
こ
も
る
浄

財
を
細
や
か
に
生
か
し
て
下
さ
っ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

日
赤
さ
ん
と
真
如
苑
は
根
本
理
念

で
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
後
も
良
い
関
係
を
築
き

つ
つ
、
社
会
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
世
の
た
め
、
人
の
た
め
」

〝
畑
〞
は
違
え
ど
も
志
は
同
じ
で
す
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如
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川
市
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赤十字
Supporters

私
た
ち
真
如
苑
と
日
赤
さ
ん

と
の
関
係
は
、
昭
和
28
年
７

月
の
北
九
州
水
害
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
信
徒
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
衣
料
品

な
ど
を
、
日
赤
さ
ん
の
ト
ラ
ッ
ク
が

真
澄
寺
（
本
山
寺
院
）
ま
で
受
け
取

り
に
来
て
く
だ
さ
り
、
被
災
地
へ
届

け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で

す
。以
来
、長
年
に
わ
た
っ
て
日
赤
さ

ん
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

真
如
苑
に
は
立
教
時
か
ら
「
世
の

た
め
、人
の
た
め
」と
い
う
基
本
的
な

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
の
方
々

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
行
い
（
利
他
行
）

こ
そ
自
分
の
心
を
磨
く
た
め
の
実
践

と
考
え
る
の
で
す
が
、
奉
仕
活
動
は

そ
の
一
つ
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
に

と
っ
て
支
援
活
動
は
、
皆
さ
ま
の
お

役
に
立
つ
た
め
の
社
会
奉
仕
で
あ
る

と
と
も
に
、
修
行
と
し
て
真
心
を
込

め
て
行
う
も
の
な
の
で
す
。

例
え
ば
、
昭
和
46
年
か
ら
続
け
ら

れ
て
い
る
早
朝
奉
仕
（
清
掃
活
動
）。

立
川
駅
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
全

国
約
４
８
５
０
か
所
の
公
共
の
場

所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災

寄贈いただいた献血車で行われた献血。真如

苑にて（写真提供：真如苑）寄贈いただいた献血車で行われた献血。真如

昭和 28 年７月の北九州水害の際、日赤東京都
支部を通じて支援物資を送る真如苑・伊藤真乗
開祖（写真提供：真如苑）
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近
年
、
腹
部
手
術
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
低て

い

侵し
ん

襲し
ゅ
う

」（
身
体
の
ダ
メ
ー
ジ
を
よ

り
少
な
く
す
る
治
療
）
で
す
。
高
齢
の

患
者
さ
ん
が
増
加
す
る
中
、
な
る
べ
く

負
担
を
か
け
ず
に
治
療
を
行
う
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
が

腹
腔
鏡
手
術
で
す
。
手
術
内
容
は
お
腹

を
大
き
く
切
る
開
腹
手
術
と
同
じ
な
の

に
、
小
さ
な
傷
だ
け
で
済
む
手
術
で
す
。

傷
の
痛
み
が
少
な
い
た
め
、
手
術
後

早
く
か
ら
動
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高

齢
の
患
者
さ
ん
は
１
日
寝
た
き
り
に
な

る
と
、
元
に
戻
る
の
に
３
日
か
か
る
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
手
術
の
翌
日
か

ら
歩
く
こ
と
も
で
き
る
腹
腔
鏡
手
術
は

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

技
術
的
に
は
難
し
い
手
術

一
方
、
医
療
者
側
か
ら
す
る
と
難
し

い
手
術
で
す
。
開
腹
し
て
直
接
触
る
の

で
は
な
く
、
腹
腔
鏡
を
使
っ
て
モ
ニ

タ
ー
に
患
部
を
映
し
出
し
、
そ
れ
を
見

な
が
ら
手
術
を
す
る
た
め
で
す
。
技
術

が
伴
わ
な
い
手
術
チ
ー
ム
が
腹
腔
鏡
手

術
を
行
う
と
、
か
え
っ
て
患
者
さ
ん
に

ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

当
院
で
は
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
腎

が
ん
・
副
腎
が
ん
・
尿
管
が
ん
・
子
宮

体
が
ん
な
ど
で
腹
腔
鏡
手
術
を
取
り
入

れ
、そ
の
比
率
が
増
加
し
て
い
ま
す
。例

え
ば
、
大
腸
が
ん
の
約
半
分
が
腹
腔
鏡

手
術
で
す
。虫
垂
炎
・
胆
石
症
・
鼠そ

径け
い

ヘ

ル
ニ
ア
・
良
性
副
腎
腫
瘍
・
子
宮
筋
腫
・

良
性
卵
巣
腫
瘍
な
ど
に
お
い
て
も
積
極

的
に
腹
腔
鏡
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
医
や
若
手
医
師
を
指
導

患
者
さ
ん
に
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
い
腹

腔
鏡
手
術
を
安
全
に
提
供
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
、
腹
腔
鏡
手
術
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
設
置
の
目
的
で
す
。

具
体
的
に
は
、
腹
腔
鏡
に
習
熟
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
（
外

科
医
、
婦
人
科
医
、
泌
尿
器
科
医
で
構

成
。
筆
者
も
一
員
で
す
）
が
院
内
の
研

修
医
や
若
手
医
師
に
定
期
的
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ボ
ッ
ク
ス
を
用
い
た
技
術
指
導

を
行
い
ま
す
。

実
際
の
腹
腔
鏡
手
術
で
も
、
定
型
化

を
推
進
す
る
こ
と
で
安
全
で
的
確
な
手

術
を
実
践
・
指
導
し
ま
す
。
質
の
高
い

手
術
を
安
心
し
て
受
け
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
当
院
で
は
今
後
も
努
力
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、CCU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

安
全
で
質
の
高
い
手
術
を
腹
腔
鏡
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
開
設

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

武蔵野赤十字病院では今年、新たに腹
ふく

腔
くう

鏡
きょう

手術トレーニングセンターを設置
しました。名前の通り、腹腔鏡手術のレベルを底上げする役割を担います。

外科医

加藤 俊介
Shunsuke Katoh

手術はモニターに患部を映し出して行うトレーニングセンターにおける技術指導
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当
院
で
は
、
国
際
的
な
衛
生
管
理
方

法
で
あ
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
危
害
分
析
重

要
管
理
点
）
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
調
理
業
務
に
生
か
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
家
庭
で
の
食

中
毒
予
防
に
役
立
つ「
Ｔ
＆
Ｔ
管
理（
時

間
と
温
度
の
管
理
）」
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。 
こ
れ
は
、
食
中
毒
の
原
因

菌
や
ウ
ィ
ル
ス
が
食
中
毒
を
起
こ
す
ま

で
の
数
に
繁
殖
す
る
に
は
一
定
の
「
時

間
」
と
「
温
度
」
が
必
要
と
な
る
こ
と

を
食
中
毒
予
防
に
生
か
す
手
法
で
す
。

「
10
℃
以
上
65
℃
以
下
」
に

２
時
間
以
上
放
置
し
な
い

食
中
毒
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
の
繁
殖
可
能

温
度
は
10
℃
以
上
65
℃
以
下
、
食
中
毒

を
起
こ
す
数
ま
で
の
繁
殖
に
は
２
時
間

以
上
か
か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
生
鮮
食
品
や
調
理
済
み
食
品
を

10
℃
以
上
65
℃
以
下
に
２
時
間
以
上
放

置
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で
の
食
中
毒
が
多
い

ウ
ェ
ル
シ
ュ
菌
な
ど
の
芽が

胞ほ
う

形
成
菌
で

は
、
60
℃
以
下
に
な
る
と
芽
胞
の
形
成

を
開
始
し
、
40
〜
50
℃
で
最
も
増
殖
し

ま
す
。
芽
胞
は
1
0
0
℃
以
上
に
な
ら

な
い
と
死
滅
し
な
い
た
め
、
再
加
熱
し

て
も
食
中
毒
の
危
険
性
が
高
く
な
り
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

Ｔ
＆
Ｔ
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す

る
と
、
①
食
品
は
冷
蔵
庫
へ
す
み
や
か

に
保
管
　②
調
理
済
み
の
食
品
は
調
理

か
ら
２
時
間
以
内
に
食
べ
き
る
　③
調

理
済
み
食
品
の
作
り
置
き
や
残
っ
た
分

の
保
存
は
、
氷
や
流
水
を
使
い
急
速
に

冷
や
し
、
冷
蔵
庫
に
保
管
　④
室
温
保

存
を
し
な
い
、
温
め
直
し
（
再
加
熱
）

を
過
信
し
な
い
　⑤
冷
蔵
庫
の
温
度
チ

ェ
ッ
ク
を
定
期
的
に
す
る
（
10
℃
以
下
）

─
─
に
な
り
ま
す
。

解
凍
も
冷
蔵
庫
内
で
！

気
温
が
上
が
る
時
期
は
、
冷
凍
食
品

の
解
凍
も
、
常
温
で
は
な
く
冷
蔵
庫

内
で
行
う
の
が
お
す
す
め
。
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
野
外
で
は
、
中
心
ま
で

し
っ
か
り
加
熱
調
理
し
て
そ
の
場
で
食

べ
き
り
ま
し
ょ
う
。

当
院
で
は
管
理
栄
養
士
が
、
病
院
内

の
お
便
り
や
区
民
公
開
講
座
な
ど
で
食

や
健
康
に
関
す
る
情
報
提
供
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜、日曜、祝日、年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

気温と湿度が上がってくると、食中毒のニュースを耳にすることが多くなります。病院で食中毒が
起きると患者さんの命に関わるため、病院食の衛生管理には細心の注意をはらっています。

JRC OMORI HOSPITAL

「
時
間
」
と
「
温
度
」
が
ポ
イ
ン
ト

食
中
毒
を「
＋プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァα

」の
知
識
で
予
防
！

当院の管理栄養士（前列4人）と給食スタッフたち（株式会社
メフォス）

家庭でも食中毒予防を！
〜 T&T管理のポイント〜

①食品は冷蔵庫へすみやかに保管する

②調理済みの食品は調理から２時間以内に食べきる

③調理済み食品の作り置きや残った分の保存は、氷や
流水を使い急速に冷やし、冷蔵庫に保管する

④室温保存をしない、温め直し（再加熱）を過信しない

⑤冷蔵庫の温度チェックを定期的にする（10℃以下）
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葛
飾
裁
縫
奉
仕
室
は
、
足
立
区
・
荒

川
区
・
江
戸
川
区
・
葛
飾
区
の
４
つ
の

奉
仕
団
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
入
院
中

の
赤
ち
ゃ
ん
が
使
用
す
る
ミ
ト
ン
や

シ
ー
ツ
、
産
婦
用
の
足
袋
、
青
少
年
赤

十
字
の
ス
カ
ー
フ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
品

を
手
が
け
て
い
ま
す
。
縫
製
の
プ
ロ
か

ら
も「
非
常
に
質
が
高
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
縫
製
レ
ベ
ル
で
は
な
い
」
と
太
鼓

判
を
押
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
か
ら
の
伝
統

日
本
赤
十
字
社
の
裁
縫
奉
仕
活
動
は

明
治
時
代
に
遡
り
ま
す
。
葛
飾
裁
縫
奉

仕
室
の
立
ち
上
げ
は
１
９
９
６
年
の
こ

と
。
そ
れ
か
ら
約
20
年
間
、
月
１
回
の

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

取
材
に
お
邪
魔
し
た
日
は
11
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
。
ど
の
メ
ン
バ
ー

も
裁
縫
が
趣
味
、
あ
る
い
は
仕
事
と
し

て
い
た
人
で
、
70
〜
80
代
と
は
思
え
な

い
機
敏
さ
で
本
日
の
依
頼
品
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
「
ミ
ル
ク

瓶
運
搬
時
用
覆
い
布
10
枚
」「
足
袋
25

足
（
産
婦
用
）」。
こ
の
５
月
で
引
退
さ

れ
た
前
室
長
の
戸
田
十と

志し

子こ

さ
ん
を
中

心
に
裁
断
エ
リ
ア
、
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
エ

リ
ア
、
ミ
シ
ン
エ
リ
ア
、
ア
イ
ロ
ン
エ

リ
ア
に
分
か
れ
黙
々
と
作
業
が
進
み
ま

す
。
互
い
の
出
来
を
確
認
し
な
が
ら
次

の
工
程
へ
進
め
る
姿
は
真
剣
そ
の
も

の
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
作
り
上
げ

る
ス
ピ
ー
ド
と
丁
寧
さ
に
感
心
す
る
ば

か
り
で
し
た
。

世
代
交
代
の
足
音
も
…

活
動
に
誇
り
を
持
ち
つ
つ
楽
し
ん
で

い
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
し
か
し
、
年
齢

を
重
ね
「
そ
ろ
そ
ろ
引
退
し
よ
う
か
し

ら
」
と
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

前
室
長
の
戸
田
さ
ん
は
こ
の
春
、
36

年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
終
止
符
を

打
ち
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
続
投

し
て
ほ
し
い
と
何
度
も
引
き
止
め
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
産
院
か
ら
は
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

産
院
も
支
部
の
活
動
も
裁
縫
奉
仕
室

に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に
、既
製
品

で
は
対
応
で
き
な
い
も
の
が
多
く
あ
る

病
院
に
と
っ
て
裁
縫
奉
仕
室
は
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
母

と
子
を
支
え
て
く
れ
る
裁
縫
奉
仕
室
が

継
続
し
て
い
け
る
よ
う
、
新
し
い
世
代

の
参
加
も
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

葛飾赤十字産院
■ 所在地　〒 124-0012　東京都葛飾区立石 5-11-12
■ 連絡先　Tel 03-3693-5211（代表）
■ 休診日　日曜、祝日、年末年始 
■ 病床数　113 床（産婦人科 68 床、NICU・GCU 等 45 床） 

高
い
技
術
を
持
つ
葛
飾
裁
縫
奉
仕
室

赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
活
躍

葛飾赤十字産院を支えてくれているボランティアのひとつが葛飾裁縫奉仕室です。
文字通り、無償で針仕事をしてくれています。

JRC KATSUSHIKA MATERNITY HOSPITAL

早く丁寧に、黙々と作業に取り組みます 作業前に入念な打ち合わせ。写真右端が戸田十志子さん

看護係長

荒巻 東香
Haruka Aramaki
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当
院
で
は
、
国
際
的
な
衛
生
管
理
方

法
で
あ
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
危
害
分
析
重

要
管
理
点
）
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
調
理
業
務
に
生
か
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
家
庭
で
の
食

中
毒
予
防
に
役
立
つ「
Ｔ
＆
Ｔ
管
理（
時

間
と
温
度
の
管
理
）」
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
食
中
毒
の
原
因

菌
や
ウ
ィ
ル
ス
が
食
中
毒
を
起
こ
す
ま

で
の
数
に
繁
殖
す
る
に
は
一
定
の
「
時

間
」
と
「
温
度
」
が
必
要
と
な
る
こ
と

を
食
中
毒
予
防
に
生
か
す
手
法
で
す
。

「
10
℃
以
上
65
℃
以
下
」
に

２
時
間
以
上
放
置
し
な
い

食
中
毒
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
の
繁
殖
可
能

温
度
は
10
℃
以
上
65
℃
以
下
、
食
中
毒

を
起
こ
す
数
ま
で
の
繁
殖
に
は
２
時
間

以
上
か
か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
生
鮮
食
品
や
調
理
済
み
食
品
を

10
℃
以
上
65
℃
以
下
に
２
時
間
以
上
放

置
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で
の
食
中
毒
が
多
い

ウ
ェ
ル
シ
ュ
菌
な
ど
の
芽が

胞ほ
う

形
成
菌
で

は
、
60
℃
以
下
に
な
る
と
芽
胞
の
形
成

を
開
始
し
、
40
〜
50
℃
で
最
も
増
殖
し

ま
す
。
芽
胞
は
1
0
0
℃
以
上
に
な
ら

な
い
と
死
滅
し
な
い
た
め
、
再
加
熱
し

て
も
食
中
毒
の
危
険
性
が
高
く
な
り
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

Ｔ
＆
Ｔ
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す

る
と
、
①
食
品
は
冷
蔵
庫
へ
す
み
や
か

に
保
管
　②
調
理
済
み
の
食
品
は
調
理

か
ら
２
時
間
以
内
に
食
べ
き
る
　③
調

理
済
み
食
品
の
作
り
置
き
や
残
っ
た
分

の
保
存
は
、
氷
や
流
水
を
使
い
急
速
に

冷
や
し
、
冷
蔵
庫
に
保
管
　④
室
温
保

存
を
し
な
い
、
温
め
直
し
（
再
加
熱
）

を
過
信
し
な
い
　⑤
冷
蔵
庫
の
温
度
チ

ェ
ッ
ク
を
定
期
的
に
す
る
（
10
℃
以
下
）

─
─
に
な
り
ま
す
。

解
凍
も
冷
蔵
庫
内
で
！

気
温
が
上
が
る
時
期
は
、
冷
凍
食
品

の
解
凍
も
、
常
温
で
は
な
く
冷
蔵
庫

内
で
行
う
の
が
お
す
す
め
。
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
野
外
で
は
、
中
心
ま
で

し
っ
か
り
加
熱
調
理
し
て
そ
の
場
で
食

べ
き
り
ま
し
ょ
う
。

当
院
で
は
管
理
栄
養
士
が
、
病
院
内

の
お
便
り
や
区
民
公
開
講
座
な
ど
で
食

や
健
康
に
関
す
る
情
報
提
供
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜、日曜、祝日、年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

気温と湿度が上がってくると、食中毒のニュースを耳にすることが多くなります。病院で食中毒が
起きると患者さんの命に関わるため、病院食の衛生管理には細心の注意をはらっています。

JRC OMORI HOSPITAL

「
時
間
」
と
「
温
度
」
が
ポ
イ
ン
ト

食
中
毒
を「
＋プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァα
」の
知
識
で
予
防
！

当院の管理栄養士（前列4人）と給食スタッフたち（株式会社
メフォス）

家庭でも食中毒予防を！
〜 T&T管理のポイント〜

①食品は冷蔵庫へすみやかに保管する

②調理済みの食品は調理から２時間以内に食べきる

③調理済み食品の作り置きや残った分の保存は、氷や
流水を使い急速に冷やし、冷蔵庫に保管する

④室温保存をしない、温め直し（再加熱）を過信しない

⑤冷蔵庫の温度チェックを定期的にする（10℃以下）
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葛
飾
裁
縫
奉
仕
室
は
、
足
立
区
・
荒

川
区
・
江
戸
川
区
・
葛
飾
区
の
４
つ
の

奉
仕
団
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
入
院
中

の
赤
ち
ゃ
ん
が
使
用
す
る
ミ
ト
ン
や

シ
ー
ツ
、
産
婦
用
の
足
袋
、
青
少
年
赤

十
字
の
ス
カ
ー
フ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
品

を
手
が
け
て
い
ま
す
。
縫
製
の
プ
ロ
か

ら
も「
非
常
に
質
が
高
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
縫
製
レ
ベ
ル
で
は
な
い
」
と
太
鼓

判
を
押
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
か
ら
の
伝
統

日
本
赤
十
字
社
の
裁
縫
奉
仕
活
動
は

明
治
時
代
に
遡
り
ま
す
。
葛
飾
裁
縫
奉

仕
室
の
立
ち
上
げ
は
１
９
９
６
年
の
こ

と
。
そ
れ
か
ら
約
20
年
間
、
月
１
回
の

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

取
材
に
お
邪
魔
し
た
日
は
11
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
。
ど
の
メ
ン
バ
ー

も
裁
縫
が
趣
味
、
あ
る
い
は
仕
事
と
し

て
い
た
人
で
、
70
〜
80
代
と
は
思
え
な

い
機
敏
さ
で
本
日
の
依
頼
品
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
「
ミ
ル
ク

瓶
運
搬
時
用
覆
い
布
10
枚
」「
足
袋
25

足
（
産
婦
用
）」。
こ
の
５
月
で
引
退
さ

れ
た
前
室
長
の
戸
田
十と

志し

子こ

さ
ん
を
中

心
に
裁
断
エ
リ
ア
、
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
エ

リ
ア
、
ミ
シ
ン
エ
リ
ア
、
ア
イ
ロ
ン
エ

リ
ア
に
分
か
れ
黙
々
と
作
業
が
進
み
ま

す
。
互
い
の
出
来
を
確
認
し
な
が
ら
次

の
工
程
へ
進
め
る
姿
は
真
剣
そ
の
も

の
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
作
り
上
げ

る
ス
ピ
ー
ド
と
丁
寧
さ
に
感
心
す
る
ば

か
り
で
し
た
。

世
代
交
代
の
足
音
も
…

活
動
に
誇
り
を
持
ち
つ
つ
楽
し
ん
で

い
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
し
か
し
、
年
齢

を
重
ね
「
そ
ろ
そ
ろ
引
退
し
よ
う
か
し

ら
」
と
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

前
室
長
の
戸
田
さ
ん
は
こ
の
春
、
36

年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
終
止
符
を

打
ち
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
続
投

し
て
ほ
し
い
と
何
度
も
引
き
止
め
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
産
院
か
ら
は
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

産
院
も
支
部
の
活
動
も
裁
縫
奉
仕
室

に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に
、既
製
品

で
は
対
応
で
き
な
い
も
の
が
多
く
あ
る

病
院
に
と
っ
て
裁
縫
奉
仕
室
は
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
母

と
子
を
支
え
て
く
れ
る
裁
縫
奉
仕
室
が

継
続
し
て
い
け
る
よ
う
、
新
し
い
世
代

の
参
加
も
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

葛飾赤十字産院
■ 所在地　〒 124-0012　東京都葛飾区立石 5-11-12
■ 連絡先　Tel 03-3693-5211（代表）
■ 休診日　日曜、祝日、年末年始 
■ 病床数　113 床（産婦人科 68 床、NICU・GCU 等 45 床） 

高
い
技
術
を
持
つ
葛
飾
裁
縫
奉
仕
室

赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
活
躍

葛飾赤十字産院を支えてくれているボランティアのひとつが葛飾裁縫奉仕室です。
文字通り、無償で針仕事をしてくれています。

JRC KATSUSHIKA MATERNITY HOSPITAL

早く丁寧に、黙々と作業に取り組みます 作業前に入念な打ち合わせ。写真右端が戸田十志子さん

看護係長

荒巻 東香
Haruka Aramaki
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献血のことを、もっと知ってほしい！
〜東京薬科大学で献血セミナーを初開催〜

東
京
都
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的

に
輸
血
用
の
血
液
製
剤
を
供
給
で
き
る

よ
う
、
10
代
か
ら
20
代
の
若
い
世
代
を

対
象
に
「
献
血
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
赤
十
字
の
血
液
事
業
の
歴

史
や
輸
血
・
献
血
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
い
、
輸
血
を
受
け
た
患
者
さ
ん
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
も
上
映
。
こ
れ
ら
の

講
義
を
通
し
て
献
血
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

医
療
人
の
〝
卵
〟
た
ち
に
講
義

４
月
７
日
に
は
今
年
度
第
１
回
目
と

な
る
セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
薬
科
大
学
で
初

め
て
開
催
。
同
大
学
の
下
枝
貞
彦
教
授

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
将
来
、
医
療
に

携
わ
る
薬
学
部
生
の
１
年
生
４
２
５
人

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
皆
、
真
剣
な
様
子
で
、

講
義
終
了
後
に
直
接
、
講
師
に
質
問
に

来
る
学
生
も
い
ま
し
た
。
講
義
を
受
け

た
学
生
か
ら
は
「
医
療
人
の
卵
と
し
て

輸
血
・
献
血
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」「
こ

れ
か
ら
献
血
し
ま
す
！
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
５
月
８
日
に
は
、
武
蔵
野
赤

十
字
病
院
の
医
師
と
臨
床
検
査
技
師
に

よ
る
「
輸
血
医
療
最
前
線
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
義
も
行
わ
れ
、
10
日
に

は
毎
年
恒
例
の
学
内
献
血
を
実
施
。
セ

ミ
ナ
ー
の
効
果
も
あ
り
、
献
血
会
場
で

は
「
講
義
を
受
け
た
の
で
気
に
な
っ
て

来
ま
し
た
」「
針
が
怖
か
っ
た
け
れ
ど
、

看
護
師
さ
ん
に
優
し
く
し
て
も
ら
っ
て

無
事
採
血
で
き
ま
し
た
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

小
中
高
生
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
も

東
京
都
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で

は
、
薬
学
部
生
や
医
学
部
生
だ
け
で
な

く
、
小
中
高
生
や
大
学
生
に
幅
広
く
献

血
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
あ

な
た
の
通
っ
て
い
る
学
校
で
も
、
ぜ
ひ

企
画
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

今回は薬学部生が対象だったため、血液事業に関する医
学的に踏み込んだ内容も盛り込みました

大勢の学生の皆さんに参加いただきました 誘い合って初めての献血に来てくれた学生たち

献
血
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、

東
京
都
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
企
画
課

☎
０
３（
５
２
７
２
）３
５
１
２ 

ま
で
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赤十字子供の家では、今年 12 月の完成をめざし、移
転新築工事を進めています。昨年度末に工事が着工、

現在、児童棟２つと管理棟の基礎コンクリート工事を行っ
ています。設計関係者や業者、東京都支部職員、当園職員
との間で打ち合わせを重ね、この建物で生活する子どもた
ちや交流に来られる保護者の皆さん、働く職員にとって、
快適で落ち着ける空間となるようにと知恵を絞っています。

「つながり」がキーワード
　

今回の建て替えにあたっては、多摩美術大学の先生方にも
参加していただき、「つながり」をコンセプトに家具やラグ、
カーテン、園庭の製作に関わってもらっています。完成した
ら、独創的でありながらも落ち着く空間が広がるだろうと期
待しています。図面として描かれていた物が、日に日に立体
化してくる様子はワクワクドキドキです。ますます期待感
も膨らみ、完成する日を職員一同、心待ちにしています。

子供の家では「生きる力を育み、自立へと共に歩む」を基
本理念とし、日々過ごしています。今後も、さまざまな事情
により家庭で暮らすことが難しい子どもたちが健やかに育
つよう、努力を重ねていきます。

武蔵野赤十字保育園では、5 歳児を対象に「ぬいぐる
み病院」を開院しています。杏林大学医学部の学生

ボランティアがお医者さんとして来てくださり、「ご飯やお
やつは胃に入るよ」「息をして空気が入るところは肺で、聴
診器で聞くとヒューと音がするよ」など、臓器の位置や役
割について、フェルト人体模型やイラストを使ってわかり
やすくお話ししてくれます。

「しっかり診てもらおうね」

ぬいぐるみの診察では、園児が好きなぬいぐるみを選び、
親となって名前を付けるところから始まります。

ぬいぐるみがどんな病気や怪我なのかは園児自身が決め
て、医師の診察を受けます。診察時、ぬいぐるみに「怖く
ないよ、大丈夫だよ」「しっかり診てもらおうね」と語りか
ける子も。ぬいぐるみの症状を医師に伝える口調は、まる
で大人の雰囲気です。

診察の後は、お薬を飲ませたり湿布を貼り替えたり。世
話をしながらぬいぐるみと数日間、一緒に生活し ます。園
児たちは、すっかりぬいぐるみのお父さん・お母さんにな
りきっています。

福祉施設NEWS 2017  Summer  Vol.14

12月の完成めざし
移転新築工事真っ最中！

「ぬいぐるみ病院」で
自分の身体のことを知ろう！

学生たちから身体
の仕組みを教えて
もらっています

児童棟の外壁の
色を検討する
職員たち

身体の中の音が
聴こえるかな？

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

基礎コンクリート
工事が進んでいます
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福祉施設NEWS 2017  Summer  Vol.14

12月の完成めざし
移転新築工事真っ最中！

「ぬいぐるみ病院」で
自分の身体のことを知ろう！

学生たちから身体
の仕組みを教えて
もらっています

児童棟の外壁の
色を検討する
職員たち

身体の中の音が
聴こえるかな？

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

基礎コンクリート
工事が進んでいます
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苦しい避難生活が続く日々

シリア危機７年目の「いま」
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中
東
・
シ
リ
ア
の
紛
争
は
７

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
い

ま
だ
に
終
息
が
見
え
な
い
な
か
、

避
難
生
活
も
長
引
き
、
状
況
は
悪

化
し
て
い
ま
す
。

「
家
に
帰
り
た
い
。
で
も
、

す
べ
て
失
っ
て
し
ま
っ
た
」

10
人
の
娘
が
い
る
ザ
ガ
ー
ブ
さ

ん
は
２
年
半
前
、
故
郷
ラ
ッ
カ
の

家
が
兵
隊
に
奪
わ
れ
、
着
の
身
着

の
ま
ま
逃
げ
て
き
ま
し
た
。
持
ち

出
せ
た
も
の
は
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
と
学

校
の
証
書
だ
け
。
密
輸
業
者
の
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
て
ダ
マ
ス
カ

ス
に
移
動
し
ま
し
た
。
移
動
中
、

２
人
の
娘
が
誘
拐
さ
れ
て
し
ま

い
、
多
額
の
お
金
を
支
払
い
返
し

て
も
ら
っ
た
と
い
う
悲
惨
な
体
験

も
し
ま
し
た
。

「
最
近
、レ
バ
ノ
ン
に
移
り
ま
し

た
が
、
シ
リ
ア
の
故
郷
で
の
生
活

を
思
い
出
す
と
、
悲
し
く
て
仕
方

が
な
い
で
す
。
シ
リ
ア
で
は
私
た

ち
夫
婦
は
仕
事
が
あ
り
、
長
女
は

大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
今
、
下

の
娘
た
ち
は
学
校
に
行
け
ず
に
い

ま
す
」
と
ザ
ガ
ー
ブ
さ
ん
は
語
り

ま
す
。「
赤
新
月
社
※
や
赤
十
字
社

が
支
援
を
し
て
く
れ
た
の
で
、
こ

う
し
て
生
き
て
い
ま
す
」と
も
。

「
も
し
、で
き
る
な
ら
故
郷
に
戻

り
た
い
。
で
も
、
ラ
ッ
カ
で
は
す

べ
て
が
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
」
と

い
う
ザ
ガ
ー
ブ
さ
ん
。
未
来
に
希

望
が
持
て
ず
に
い
ま
す
。

「
髪
型
と
人
生
を
変
え
る
の
！
」

半
年
前
、
ダ
マ
ス
カ
ス
郊
外
の

ア
パ
ー
ト
の
一
室
に
、
友
人
の
ロ

ー
ダ
と
一
緒
に
美
容
室
を
立
ち
上

げ
た
ア
マ
ニ
さ
ん
。

「
５
年
前
、故
郷
か
ら
夫
と
２
人

の
子
ど
も
と
と
も
に
逃
げ
て
き
ま

し
た
。
自
宅
の
周
り
で
戦
闘
が
激

し
く
な
っ
て
…
。
家
か
ら
は
何
も

持
っ
て
来
て
い
ま
せ
ん
。
２
か
月

後
、道
路
が
開
通
し
た
と
聞
い
て
、

夫
は
荷
物
を
取
り
に
自
宅
に
戻
り

ま
し
た
が
、
連
絡
が
と
れ
な
く
な

り
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

自
宅
と
夫
を
失
っ
た
ア
マ
ニ
さ

ん
。
美
容
師
に
な
り
た
い
と
い
う

昔
か
ら
の
夢
と
、
家
族
を
養
う
た

め
、
シ
リ
ア
赤
新
月
社
が
支
援
し

て
い
る
職
業
訓
練
コ
ー
ス
に
申
し

込
み
ま
し
た
。
美
容
室
の
顧
客
も

だ
ん
だ
ん
増
え
、「
も
っ
と
大
き

な
店
に
し
た
い
」
と
夢
を
語
り
ま

す
。

紛
争
に
よ
っ
て
、

い
ま
何
が
起
き
て
い
る
の
？

日本赤十字社は、国際赤十字の一員として、シ
リア難民などに対し、医療や食料の支援をは
じめ、難民の命と尊厳を守るための支援活動
を続けています。中東人道危機救援金（2018
年３月31日まで）に、ぜひご協力ください。

 【ご協力方法】クレジットカード、郵便
局、お近くの赤十字窓口

日赤　中東 検索

小学校入学率

貧困層の割合

98％　→　61％

28％　→　83％

2010年に100％近くだった小学校入学率
は2015年に61.5％まで減少しました。
出典：UNESCWA/University of St Andrews, 
Syria at War Five Years On

2010年に人口の28％を占めていた貧困層の割合は、2015年に83.4％にまで
増加しました。収入の減少、物価の高騰、失業率の増加などが背景にあります。
出典：UNESCWA/University of St Andrews,Syria at War Five Years On

−37％
70歳　→　55歳
2010年に70.5歳だった平均寿命は
2015年に55.4歳まで縮まりました。
出典：Syrian Center for Policy Research, 
Syria Confronting Fragmentation! 2015

平均寿命 −15歳

＋55％

戦闘が激しくアクセスの困難な地域では、赤十字の救
急車で巡回診療を行っている（©レバノン赤十字社）

※
赤
新
月
社
…
イ
ス
ラ
ム
圏
に
お
け
る
赤
十

字
社
の
呼
び
方

ザガーブさん（©レバノン赤十字社）

アマニさん（©レバノン赤十字社）
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吉
よ し

崎
ざ き

　栞
しおり

ONE STEP
05

赤十字の活動は、大学１年生の時に
ゴールデンウィーク献血の呼びか

けに参加したのが初めてです。大学の部
活にボランティア部があって、その活動
の一つに赤十字があるんです。献血の呼
びかけなら気軽にできると思い、友人を
誘って参加しました。その時、先輩たち
の呼びかけの姿を見て、「すごい！」と感
動しました。
　活動を上手に仕切っていて、先輩たち
のことは本当に尊敬しています。同じと
ころに到達するのは難しいことだと思い

ますが、４年生になる頃には、私もあん
な風になりたいです。
　ボランティアや赤十字の活動になぜ参
加しているのかというと、人との出会い
があるし、良いこともできるから。高校
まではボランティアに参加できるような
環境になかったので、大学にボランティ
ア部があったら入ろうと決めていました。
　ボランティアは、人のためにも、自分
のためにもなるもの。どうすれば活動が
うまくいくかメンバーと話し合うなかで、
自分と違う意見も聞けて勉強になります。

みんなと一緒に成長できているのがいい
ですね。
　まだまだ若者が献血をする割合は低く、
同世代に献血してもらうことが課題です。
だから、呼びかけをしていて、若い世代
が献血に来てくれると本当にうれしいで
す。赤十字では毎年、「はたちの献血」キャ
ンペーンをやっていますが、私は今年ちょ
うど 20 歳になるし、ぜひ、私たち学生も
同世代のみんなへの呼びかけに参加して、
キャンペーンを盛り上げる一員になれた
らと思っています。

Profile ● Shiori Yoshizaki
十文字学園女子大学２年生。人間生活学部で
心理学を勉強中。４月から東京都学生献血推
進連盟の会長を務めている。

みんなと一緒に成長できるのが嬉しい

〒169-8540 東京都新宿区大久保1丁目2番15号
 TEL 03-5273-6741（代表）　FAX 03-5273-6749

日赤東京都支部ホームページ
http://www.tokyo.jrc.or.jp

わたしの一歩

Facebookも
ご覧ください
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